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　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市のみなさんこんにちは。私は西条市出身の玉井誠子
　　　　　　　　　　　　　　　　　と申します。2010年１月より、青年海外協力隊の村落開発普
　　　　　　　　　　　　　　　　　及員として西アフリカのニジェール共和国で活動しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニジェールはどんな国か個人的なイメージを漢字で表すと　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「暑・砂・人・繋・広・笑・生」といった感じです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土の大半がサハラ砂漠で占められているため、日本と比　
べると環境は厳しいですが、人々は優しく寛大で毎日のんびり楽しそうに暮らしています。
　私の任地は首都二アメから南東に約130kmのドッソ県というところで、県内村落部で現地の人た
ちと地域の生活改善の一環となるような活動を行っています。具体的には、砂漠化防止のために植
樹、マラリア（蚊が媒介する感染症）対策として蚊の駆除薬作成、村人の自給自足促進および現金
収入向上を目的とした村内共同菜園で現地の女性グループと一緒に野菜の栽培などをしています。
　これらはすぐに結果や成果が出るものではありませんが、とにかく継続し、将来的に村落部の住
民の生活が少しでも改善されればと思っています。
　着任から１年が経過した今でも問題点や課題は多く、いまだに言葉や文化の壁を感じることもあ
りますが、そんなときに支えてくれるのもニジェールの人たちです。
　残りの任期は彼らへの感謝の気持ちも込めて、自分にできることをできる限り行いたいです。
（現在、玉井隊員は治安が悪化したニジェールから日本へ一時退避中ですが、５月中旬には新任国
ジブチ共和国に出発予定です）

▲青年海外協力隊員
　玉井誠子さん

玉井隊員からの報告
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